
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

教員の資質向上制度あり方検討事業費

施策の総合的展開

教育委員会事務局部局

＜参考＞
総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail

実施期間

担
当
課

県が関与
する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 教育公務員特例法
地方教育行政の組織及び運営に関する法律□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事業番号 14 01 04

現状 平成24年度に入り、教員の不祥事、とりわけ重大な非違行為であるわいせつ行為が相次いで発生している。

kyoiku@pref.nagano.lg.jp

H24

課・室 教育総務課

H24 ～

目指す姿
度重なる教員の不祥事の発生に関して、その背景を検証し、不祥事を根絶するための抜本的な対応策と併せ、時代の要請に応じた教育
制度の方向性について検討し、検討結果に基づく施策を実施して失われた教育の信頼を早期に回復する。

事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名

「教員の資質向上・教育制度あり方検討会議」及び４つの専門部会等において協議・検討を行い、その結果について提言として報告を
受ける。また、教員の不祥事に係る公表ガイドラインの策定について検討会議を開催し、その結果の報告を受ける。

教員の資質向上・教育制度あり方
検討会議の開催

直接 ５回開催（8/10、11/6、12/21、3/10、3/19） 1,689

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績
H24 H25

（当初） （決算） （当初）

578

倫理向上専門部会の開催

採用・人事専門部会の開催

614

５回開催（9/3、10/22、12/14、1/21、2/20）

H25
目標当初予算

522

318

教職員の不祥事に係る公表ガイド
ライン検討会議の開催

282

評価専門部会の開催 直接 ５回開催（9/4、10/30、12/26、1/28、2/19）

３回開催（2/28、3/18、3/28）

研修専門部会の開催 直接 ４回開催（8/29、9/19、10/24、11/21）

直接 ６回開催（7/27、8/28、9/21、10/16、2/5、2/20）

直接

合計 0 4,003

目標 成果

成果目標の達成状況

項目
達成状況

直接

23年度 24年度

0

教員の資質向上・教育制
度あり方検討委員会提言

達成

Ｈ２４

－
提言の
報告

提言の
報告

現況
（見込）

3.00

4,003

0

0 4,003

0

0

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか。

　　■ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　□ 事業を現行どおり実施

「教員の資質向上・教育制度あり方検討会議」からの提言を受けたさまざまな施策を実施するとともに、その実施状況の進捗管理等を行う
ため第三者委員会を設置する。

目標に対
する成果
の状況

「教員の資質向上・教育制度あり方検討会議」及び４つの専門部会等において協議・検討を行い、その結果が提言として取りまとめられ、３
月に報告を受けた。なお、教員の不祥事に係る公表ガイドライン検討会議については年度末近くに急遽設置し、議論が集約していないた
め、H25も引き続き開催する。

4,003

概　算
人件費 0 0 24,774 0
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28,777 概算事業費（B（A）+C）

Aの
財源

0

予
算
額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

区　　分（単位：千円）

mailto:kyoiku@pref.nagano.lg.jp

	【あり方】点検（様式３）

